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議案第１１４号  

「北九州市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について」 

 

１ 議案提出理由 

男女ともに仕事と育児・介護を両立できる職場環境を整備し、子の年齢に応

じ柔軟な働き方を実現するための措置の拡充等を図るため、「育児休業、介護

休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律」の一部が改正さ

れ、令和７年４月１日から段階的に施行されている。 

公務員に関しては令和６年８月の人事院「公務員人事管理に関する報告」に

おいて子の年齢に応じた柔軟な働き方を実現するための措置の拡充を図るこ

ととされ、地方公務員については部分休業制度の拡充が盛り込まれた「地方公

務員の育児休業等に関する法律の一部を改正する法律」（以下「改正法」とい

う。）が令和６年１２月に成立し、令和７年１０月１日から施行となる。 

以上の経緯を踏まえ、法改正に伴う関係規定の整備を行うために、「北九州

市職員の育児休業等に関する条例」を改正するもの。 

 

２ 改正内容 

（１）第１号部分休業の要件の変更（第２０条関係） 

   現行の、職員が１日につき２時間を超えない範囲内で請求する部分休業

を第１号部分休業とし、「勤務時間の始め又は終わり」に限るとする取扱い

を廃止する。 

 

（２）第２号部分休業の新設（第２０条の２、第２０条の４関係） 

   職員が１年につき条例で定める時間を超えない範囲内で請求する第２号

部分休業を新設する。また、その上限として定める時間は１０日とする。 

   （※ただし、令和７年度のみ、経過措置として５日とする。） 

 

３ 施行期日（関係法令など） 

  令和７年１０月１日 

   （改正法の施行日であり、組合交渉で当該施行日について妥結したもの） 
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